
○新潟大学における研究倫理教育の実施に関する要項 

(平成 27 年 9 月 25 日学長裁定) 

改正 平成 28 年 6 月 22 日 平成 29 年 3 月 17 日 

平成 30 年 3 月 30 日 平成 31 年 3 月 29 日 

令和 2 年 2 月 26 日 令和 3 年 3 月 25 日 

令和 4 年 10 月 26 日 令和 5 年 1 月 23 日 
 

第 1 趣旨 

この要項は，新潟大学の研究活動の不正行為防止に関する基本方針(平成 27 年

4 月 1 日学長裁定。以下「基本方針」という。)第 11 に規定する新潟大学(以下

「本学」という。)の倫理教育の内容及び実施方法等について，必要な事項を定

めるものとする。 

第 2 定義 

この要項における用語の意義は，基本方針第 2 に定めるところによるものとす

る。 

第 3 研究倫理教育 

本学の倫理教育は，コンプライアンス部局責任者である研究倫理教育責任者

(以下「研究倫理教育責任者」という。)が，各部局において次のとおり実施する

ものとし，その実施状況を研究担当コンプライアンス責任者である研究を担当す

る理事(以下「研究担当理事」という。)に報告するものとする。 

(1) 研究者を対象とした研究倫理教育 

イ 研究に従事する研究者等に対し，全学共通の教材による研究倫理教育(以

下「研究者共通教育」という。)を定期的に実施する。 

ロ 各部局において，研究分野等の特性に応じた研究倫理教育(以下「分野別

教育」という。)を必要に応じて実施する。 

(2) 学生を対象とした研究倫理教育 

イ 学部学生に対し，学年等に応じた必要な研究倫理教育を実施する。 

ロ 大学院学生に対し，研究者共通教育を実施するとともに，学年等に応じた

必要な研究倫理教育を実施する。 

第 4 研究者共通教育 

研究者共通教育に係る受講対象者，教育内容，受講方法及び受講時期について

は，次のとおりとする。 

(1) 受講対象者 

イ 受講義務者 受講を必須とし，受講管理が必要な者 

(イ) 大学教育職員(特任教員，短時間勤務の特任教員を含む。) 



(ロ) 非常勤職員のうち学術研究員，研究機関研究員，特別研究員，科学技

術振興研究員，産学官連携研究員，研究支援者(科研費研究員)又は研究支

援者(厚生科研費研究員)の名称で雇用されている者 

(ハ) 教室系技術職員・医療系技術職員・看護職員のうち，研究活動又は研

究活動補助を行う者 

(ニ) 非常勤職員((ロ)に規定する者を除く。)のうち，研究活動又は研究活

動補助を行う者 

(ホ) (イ)から(二)まで以外の者で，本学において科学研究費助成事業その

他の国又は独立行政法人等から配分される競争的研究費へ申請する者 

(ヘ) 日本学術振興会特別研究員のうち PD，SPD，RPD 及び外国人特別研究

員の身分の者 

(ト) 大学院学生 

(チ) その他研究倫理教育責任者又は研究担当理事が必要と認めた者 

ロ 受講推奨者 受講を推奨するが，受講管理の必要のない者 

(イ) 共同研究等により本学において一定期間研究活動を行う学外者 

(ロ) 学部学生 

(ハ) 不正行為に係る申立窓口責任者 

(ニ) 研究支援関係部署の事務職員 

(ホ) その他研究倫理教育責任者又は研究担当理事が必要と認めた者 

(2) 教育内容 

イ 教育内容は，研究者等に求められる倫理規範を十分に修得させるものとす

る。 

ロ 教材は，一般財団法人公正研究推進協会が作成している次に掲げる APRIN 

  e ラーニングプログラム(以下「eAPRIN」という。)のコースのうち，研究倫 

理教育責任者が選択したコースを使用する。  

人文社会科学系研究者標準コース  

理工系研究者標準コース  

医学系研究者標準コース  

(3) 受講方法 

イ 受講者は，受講するコースの各単元の最後に実施するテストを受講し，一 

定の点数を超えた場合に受講を修了したものとみなす。一定の点数は，80

点以上とする。  

ロ 研究倫理教育責任者は，受講修了証により受講管理を行うとともに，受講 

方法及び受講状況を翌年度の 4 月末までに研究担当理事に報告するものと

する。  



(4) 受講時期  

イ 受講義務者は，原則として，本学に採用又は入学した年度に受講するもの

とする。ただし，採用の日が年度末に近い場合又は特別な事由がある場合に

は，特別な事由が終了した後等において，速やかに受講するものとする。  

ロ 受講義務者は，原則として，受講から 5 年毎に再受講するものとする。  

ハ イの規定にかかわらず，本学に採用又は入学した日から過去 5 年以内に

前職において eAPRIN を受講し，本学に採用又は入学後に eAPRIN のシステ

ムにより発行された受講修了証を提出した者は，受講を免除することができ

る。ただし，各研究倫理教育責任者が指定したコースの単元を全て修了して

いない場合は，不足する単元を受講するものとする。  

(5) 未受講者への対応  

研究倫理教育責任者は，受講義務者の中に受講していない者がいる場合は，

その者に翌年度までに受講させるものとする。  

第 5 分野別教育 

1 研究倫理教育責任者は，研究者共通教育に加え，各部局において研究分野の特

性に応じた分野別教育を必要に応じて実施するものとする。  

2 研究倫理教育責任者は，各部局において実施した分野別教育について，翌年度

の 4 月末までに研究担当理事に報告するものとする。  

3 研究倫理教育責任者は，受講対象者，教育内容，実施方法及び受講時期につい

て，別途定めるものとする。  

第 6 学部学生及び大学院学生の学年等に応じた必要な研究倫理教育 

学部学生及び大学院学生の学年等に応じた必要な研究倫理教育の実施等につい

ては，必要に応じて別途定めるものとする。 

附 則 

この要項は，平成 27 年 9 月 25 日から実施する。 

附 則(平成 28 年 6 月 22 日) 
 

この要項は，平成 28 年 6 月 22 日から実施する。 

附 則(平成 29 年 3 月 17 日) 
 

この要項は，平成 29 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則(平成 30 年 3 月 30 日) 
 

この要項は，平成 30 年 4 月 1 日から実施する。 



附 則(平成 31 年 3 月 29 日) 
 

この要項は，平成 31 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則(令和 2 年 2 月 26 日) 
 

この要項は，令和 2 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則(令和 3 年 3 月 25 日) 
 

この要項は，令和 3 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則(令和 4 年 10 月 26 日) 
 

この要項は，令和 4 年 10 月 26 日から実施する。 

附 則(令和 5 年 1 月 23 日) 
 

1 この要項は，令和 5 年 4 月 1 日から実施する。 

2 この要項の実施日から過去 5 年以内に，改正前の第 4 第 1 項第 2 号ロ(ロ)又は

(ハ)に規定する学振 e-learning 又は「科学の健全な発展のために」により受講

した者(新規採用者又は入学者を除く。)は，当該受講年度から 5 年毎に eAPRIN

により再受講するものとする。 


